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中国雲南省における水稲新品種 潰梗34,...,_,37号

［要約］中国雲南省の標高1,500 ----2, 100m地帯に適応する耐冷性，い もち病抵抗性，収量性に優れ
た4つの水稲品種を宣感した。
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［背景・ねらい］

中国雲南省は栽培稲の起源地とみられ，耐冷性，い もち病抵抗性の強い在来品種が存在する。こ

れら雲南省の遺伝資源と草型等が改良されてい る日本の遺伝資源を利用して， 雲南省の梗稲 （ジャ

ポニカ型）地帯，とくに標高1, 500 "'--'2, 100m地帯に適応する耐冷・耐病・ 多収品種を育成する。なお，

前年度までに5つの合系系統が雲南省の優良品種として登録されてい る。

［成果の内容•特徴］

1 . 昭和58年～ 昭和61年に日中遺伝資源を交配し，その後代か ら育成した4つの合系系統が，平成

5年5月に雲南省の優良品種として登録された。

2. 登録品種の諸特性は表に示すが，概要は以下の通りである。

(1) 演梗34号（系統名：合系15号） BLl/雲梗1 35 (昭和58年交配）より育成された梗種。耐冷性

は強，い もち病真性抵抗性遺伝子はPi-bをもち，外観品質は中上，食味は中中で，多収である。

雲南省の標高1,900 ,...__,2, 100m地帯に普及が見込まれてい る。

(2) 演梗35号（系統名：合系24号） トドロキワセ／楚梗4 号（昭和60年交配）により育成された

梗種。い もち病圃場抵抗性は葉，穂とも強，耐冷性はやや弱で，外観品質は中中，食味は中中

で， 多収である。雲南省の標高1,500,...__, 1, 800m地帯に普及が見込まれてい る。

( 3) 演梗36号（系統名：合系25号） 8 3-81/ニシヒカリ／／雲系 3 号 （昭和61年交配） により育成

された梗種。耐冷性はやや強～ 強，未知のい もち病真性抵抗性遺伝子をもつと推定され，外観

品質は中上，食味は中下で，多収である。雲南省の標高1,800,...__,2, OOOm地帯に普及が見込まれて

い る。

(4) 漬梗37号（系統名：合系30号） トドロキワセ／楚梗4 号（昭和60年交配）により育成された

梗種。い もち病圃場抵抗性は葉，種とも強，耐冷性はやや弱で，外観品質は上下，食味は中上

で， 多収である。雲南省の標高1,500,...__, 1, 800m地帯に普及が見込まれてい る。

［成果の活用面・留意点］

演梗34号は昭通，曲靖，昆明，保山地区，演梗35号は昆明，曲靖，楚雄，玉渓，紅河地区，演梗

36号は昆明，曲靖，昭通地区，演梗37号は玉渓，紅河，大理地区を中心に普及が進められる。平成

5年の雲南省における合系品種の作付総面積は約8.2万haで，対象地帯の水田面積の約25%を占め

た。
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［具体的デー タ］

表：漢梗34号~37号の主要特性

品種名 演梗34号 雲梗9号 滋梗36号 雲梗9号 滋梗35号
系統名 合系15号 （比較） 合系25号 （比較） 合系24号

熟 期 早生の晩 中 生 中生の早 中 生 中生の早
型 穂数型 穂重型 偏穂重型 穂重型 中間型

出穂期（月日） 7.28 8. 3 8. 1 8. 2 7. 19
成熟期（月日） 9. 9 9. 18 9. 16 9. 18 8.24
稗長 (cm) 82 99 77 102 87 
穂長 (cm) 17. 0 17. 1 17. 8 16. 8 16.4
穂数（本／対） 564 423 447 406 453 

茫の多少•長短 稀・短 無 無 無 無

ふ 先 色 褐 黄 白 黄 白 黄 白 黄 白

粒 性 難 難 難 難 易
耐倒伏性 やや強 弱 強 弱 強

耐 冷 性 強 強 ヤヤ強～強 強 やや弱

｀ 

いもち病真性 Pi-b ＋ 不 明 ＋ Pi-i. km 

抵抗性遺伝子型
葉い も ち やや強 やや強 強

穂し‘ も ち 強 強 強

籾重 (kg/a) 77.8 58. 9 84.8 65. 9 115.9
同上標準比（％） 132 (100) 129 (100) 123
籾千粒重C g) 23.8 20.8 25.2 20.9 26.3 
玄米品質 中上 中下 中上 中下 中中
食 味 中中 下 中下 下 中中

調 査 地 昆 明 昆 明

調査年次 1989*~1990年 1989~1990年

注）生産力検定本試験の成績である。但し、＊印は区域試験の成績。

［その他］

研究課題名：中国における稲遺伝資源の評価と利用技術の開発

予算区分：国際プロ（稲遺伝資源）

研究期間：平成5 年度（昭和53,...__, 平成5年）

渓梗37号 楚梗3号
合系30号 （比較）

中生の早 中生の早
穂数型 穂数型
7. 18 7. 18
8.22 8.24 

85 88 
17.2 16.6 
541 538 

無 無

黄 白 黄 白

易 易
やや強 中
やや弱 中

Pi-i.k"', ＋ 

強 やや弱

強 弱

112.0 94.2 
119 (100) 

23.3 24.0 
上下 中中
中上 中中

且,-L. 良

1990~1991年
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